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外外国国人人留留学学生生へへのの指指導導・・相相談談関関連連 
 
本学に在籍中の留学生だけでなく、留学生の家族、外国人研究者及び学外の徳島大学への入学を希望する

留学生を対象とした指導・相談を、常三島地区の「国際教育推進班・国際課」と蔵本地区の「国際交流室・

国際課蔵本分室」の二か所で行っている。面談、オンライン、電話、メールの形式で日本語、中国語、英語、

韓国語、ベトナム語の五か国語で対応できる体制が整っており、メンタルヘルスに関するカウンセリングが

必要な場合は、キャンパスライフ健康支援センター及び専門医と連携することで対応している。 
相談内容で最も多いのは、一般的な進学・修学、授業料・奨学金、住居、生活、日本での就職などである

が、他機関・学内関係部局及び関係者と連携しながら対応しないと解決できない内容（例えば、窃盗事件、

交通事故、家賃未納（不納）、不動産のトラブル、メンタルヘルスなどに関するもの）もあり、これら比較的

複雑な相談に対しても対応している。特に、近い将来必ず発生すると言われている南海トラフ巨大地震への

備えとして、緊急地震速報の内容や地震発生の際の避難方法について詳しく説明を行っている。 
今年は特に、新型コロナ禍の中、感染対策、日常生活の中で対応する方法について学生たちに情報提供を

行った。 

新新入入留留学学生生にに対対すするるガガイイダダンンスス 

新入留学生ガイダンスは、本学に入学した留学生

に対し、修学・生活に関する指導を行い、留学生活

の円滑化を図ることを目的として、年２回（前期及

び後期）常三島・蔵本キャンパスで開催しているも

のである。2022 年度前期ガイダンスは、4 月 27 日

（水）に蔵本地区、4 月 28 日（木）に常三島地区、

6 月 1 日（水）に常三島地区、6 月 2 日（木）に蔵本

地区、8 月 22 日（月）に常三島地区で開催、計 43
名が参加した。ガイダンスでは、インターナショナ

ルオフィス教員から、学生生活や日本での日常生活

に関する注意事項について説明があった。 
後期ガイダンスは、10 月 26 日（水）に常三島地区、10 月 27 日（木）に蔵本地区で開催。計 24 名が参

加した。ガイダンスでは、教員から説明するとともに、徳島中央警察署から講師を招き、防災、交通安

全、110 番通報の仕方などについて解説して頂いた。特に、近い将来必ず発生すると言われている南海トラ

フ巨大地震への備えとして、緊急地震速報の内容や地震発生の際の避難方法について詳しく説明して頂

き、学生は真剣な表情で耳を傾けていた。ガイダンス終了後には、徳島地域留学生交流推進協議会の関係

機関から寄付していただいた食料品や日用品等を希望者に配付した。 

消消防防訓訓練練 

2022 年 11 月 10 日（木）に、留学生等を対象に地

域創生・国際交流会館で消防訓練を実施した。本消防

訓練には、会場で北島国際交流会館、日亜会館、蔵本

宿舎に居住する留学生など、あわせて 11 人が参加し

た。この訓練は、外国人留学生の防火に関する意識や

消防対策スキルの向上を目的として実施した。徳島

市消防局の講師から日本の火事に関する事情、119 番

通報、火事の予防方法や、火事が起こったときの対応

について説明があり、そのあと訓練用の消火器で消

火器の使い方を指導した。訓練終了後には、災害時に

使える防災備蓄品を参加者に配付し、防災意識の向上についても呼びかけた。 

留留学学生生ののたためめのの就就職職支支援援 

 「「留留学学生生ののたためめのの就就職職支支援援セセミミナナーー」」おおよよびび「「留留学学生生県県内内定定着着促促進進事事業業」」 

昨年同様、「留学生のための就職支援セミナー」と「留学生県内定着促進事業」を共同開催する形でセミナ

ーを行った。昨年度同様、今年度も計 9 回のセミナー・イベントを実施したが、新たに「県内企業インター

ンシップ」を加え、内容の充実を図った。なお、新型コロナウイルス感染対策のため、基本的にはほとんど
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のセミナー・イベントをオンラインで実施したが、「ジョブフェア＆交流会」、「県内企業インターンシップ」、

「日本企業・県外企業訪問」に関しては対面で実施した。 
参加合計人数は 81 名。開催した日付、タイトル、参加人数は次のとおり。 

 

セセミミナナーータタイイトトルルななどど 徳徳島島大大学学 他他大大学学 不不明明 総総計計 

第 1 回「日本の就活・就職について学ぼう」5/13 ★ 8 5 3 16 

第 2 回「インターンシップについて学ぼう」6/10 ★ 8 18  26 

第 3 回「ジョブフェア＆交流会」7/8 ★ 4 3  7 

第 4 回「県内企業インターンシップ」9/21-22 ★ 4 1  5 

第 5 回「面接対策＆ビジネスマナー」10/14 ★ 4 3  7 

第 6 回「卒業生の就活・就職体験を聞こう」11/11 ★ 2 5  7 

第 7 回「日本企業・県外企業訪問」12/26 14   14 

第 8 回「就労ビザについて学ぼう」1/20 ★ 5 2  7 

第 9 回「就職合同説明会について学ぼう」2/13 10   10 

総総計計 59 37 3 99 

★：「留学生県内定着促進事業」 
 

今年度の活動で特筆すべき点としては、（１）新型コロナウイルスの影響下ではあったが、県内企業インタ

ーンシップを対面で実施した、（２）第 7 回の「日本企業・県外企業訪問」では、岡山県の大手企業を訪問

し、対面で日本企業を訪問する機会を提供した、これら 2 点を挙げることができる。9 月 21 日-22 日の「県

内企業インターンシップ」では、県内企業 2 社（冨士ファニチア株式会社、四国化工機株式会社）から、5 名

の留学生に対し、主力商品の解説や今後の国際展開などについて説明してもらった。12 月 26 日の「日本企

業・県外企業訪問」では、岡山県の JFE スチール株式会社、旭化成株式会社の 2 社を訪問し、14 名の留学生

に製造ラインの視察や主要な業務内容などについて説明してもらった。 
昨年度は 82 名の留学生が参加したが、今年度は最終的に 99 名の留学生が参加した。内訳を見ると、徳島

大学が 59 名（前年度 57 名）と最も多く、次いで育達科技大学が 22 名（今年度から参加）、鳴門教育大学が

9 名（前年度 9 名）となっており、昨年度 11 名と比較的多かった四国大学からの参加が 6 名とやや減少して

いた。 
留学生の動向を見てみると、日本独自の就職システムをよく知らないために日本人学生と比べて後れを取

ってしまうことが多いようである。インターナショナルオフィスでは、日本での就職を希望する留学生に必

要な情報を得られる機会を設け、安心して就職活動を行えるよう支援していきたいと考えている。 

 就就職職個個別別相相談談 

2022 年 4 月～2023 年 2 月末までで、102 件の相談に対応した。相談内容としては、応募する企業の選び

方、エントリーシートの作成・添削、面接対策、筆記試験対策といった就活に直結する相談が多くあった。

なお、今年度は 3 名の留学生の就職を直接支援することができた。 
結果として、昨年度の 98 件に比べると多少増加したが、これからは個別相談を充実させて、一人でも多く

の就職希望留学生が日本での就職を実現できるように支援していきたいと考える。 

 「「留留学学生生就就職職意意向向動動向向調調査査」」  

今後の留学生を対象とした就職支援事業を検討するために「留学生就職意向動向調査」を実施した。本学

で学ぶ 180 名の留学生に調査を実施し、最終的には 108 名（60.0％）の留学生が回答した。詳細については

報告書最終版を本年報に掲載しているので、そちらを参照してもらいたい。 
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留留学学生生受受けけ入入れれ及及びび支支援援にに関関すするる活活動動 

 渡渡日日前前入入学学許許可可制制度度 

2015 年度にベトナムドンズー日本語学校（ホーチミン市）と協定を結び、徳島大学の学部への入学を目的

とする「渡日前入学許可制度」を創設した。本制度はドンズー日本語学校からの推薦を受け、書類審査、遠

隔面接などを経て入学を許可するものであり、受験者の入学前来日が不要となる。本制度で入学が許可され

た留学生に対しては、検定料・入学料・授業料免除と初年度の奨学金（288,000 円/6 か月）を支給する。ま

た、対象留学生の日本語力を強化するため、入学前に本学で半年間の日本語等予備教育を実施する。留学生

の受入れ部局は理工学部と生物資源産業学部に加え、2018 年度には新たに総合科学部が加わった。また、

2017 年度に新たに韓国時事日本語学院と協定を締結し、渡日前入学許可制度による入学試験を実施した。 
2023 年度および 2024 年度の「渡日前入学許可制度による私費外国人留学生選抜」（Ⅱ型（日本語等予備教

育なし）、Ⅰ型（日本語等予備教育あり））については、3 年ぶりに本学の教職員が現地に渡航ができ、卒業

留学生同窓会と連携しながら、一次選考を実施した。韓国の時事日本語学院からの応募者は 3 名であった。

そのうち２名が理工学部希望でもう一人は総合科学部であった。選考の結果 2 名が合格し、2023 年 4 月入学

予定である。 
渡日前入学許可制度の対象校を新規開拓するため、マレーシアの帝京マレーシア日本語学院を訪問した。

施設の視察、大学及び本制度の説明、意見交換など経て 2023 年 2 月 16 日に協定を締結し、来年度から実施

する予定である。また、学生にも既に本制度の説明を行っており、学生たちの反応から沢山の希望者が期待

される。 
渡日前入学許可制度の対象校は 3 校になり、来年度からはモンゴル、台湾などに展開する予定である。 
下に示すように、2016 年から毎年本制度により学部留学生を受け入れている。なお、2023 年 4 月には 2 名

の韓国人留学生が理工学部に入学を予定している。 
 

 合格者数 来日 入学 内訳 

第一期 2（Ⅰ型） 2016 年 10 月 2017 年 4 月 理工学部（1 名） 
生物資源産業学部（1 名） 

第二期 3（Ⅰ型） 2017 年 10 月 2018 年 4 月 理工学部（2 名） 
生物資源産業学部（1 名） 

第三期 3（Ⅰ型） 2018 年 10 月 2019 年 4 月 理工学部（1 名） 
生物資源産業学部（2 名） 

第四期 

2（Ⅱ型） 2019 年 4 月 2019 年 4 月 理工学部（2 名） 

2（Ⅰ型） 2019 年 10 月 2020 年 4 月 生物資源産業学部（2 名） 

第五期 8（Ⅱ型） 2020 年 4 月 2020 年 4 月 生物資源産業学部（1 名） 
理工学部（7 名） 

第六期 3（Ⅱ型） コロナの影響により

2022 年 4 月～随時 2021 年 4 月 理工学部（3 名） 

第七期 3（Ⅱ型） 2022 年 4 月 2022 年 4 月 理工学部（3 名） 

第八期 2（Ⅱ型） 2023 年４月の予定 2023 年 4 月（予定） 理工学部（2 名） 
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 外外国国人人留留学学生生ののたためめのの進進学学説説明明会会おおよよびび日日本本留留学学フフェェアア 

2022 年度 JASSO 主催の日本留学オンラインフェア「英語フ

ェア」（7月 30 日（土））に参加した。また 2022 年 10 月

8 日（土）、9 日（日）モンゴル日本人材開発センター主催

の日本留学フェアに参加した。3 年ぶりの対面開催だった

ので、2 日間で 2 千人以上の来場者で大盛況であった。 

 

 国国際際展展開開推推進進シシンンポポジジウウムムのの開開催催 

2023 年 3 月 7 日（火）、１７回徳島大学国際展開推進シンポジウム「母国で振り返る私の徳島大学留学生時

代」を徳島大学けやきホールにおいて開催した。モンゴル、インドネシア、バングラデシュ、マレーシア出

身の徳島大学卒業・終了留学生 5 人を講演者として招き、徳島大学での留学生活を振り返るとともに日本ま

たは各出身国における現在の取り組みについて講演を行った。コロナ禍の影響で 4 年ぶりの開催、参加者は

合計で 80 名に上った。（次頁資料参照） 
 

 ススププリリンンググススククーールルのの開開催催 

2023 年 3 月 11 日（土）と 18 日（土）、海外協定校（日本語学校）の学生を対象にしたスプリングスクール

を開催した。以下のセッションをオンラインで提供した。徳島と徳島大学を知ってもらい、親しみを感じて

もらうことを目的に行った。日本語教員とともに日本人学生や徳島大学の外国人留学生にも TA として参加

してもらい、小さいグループに分かれて話や簡単なプレゼンをするなど、オンラインであってもインターア

クティブなセッションになるよう工夫した。最後のセッションは徳島大学の教員と学生が眉山などからライ

ブ中継をして、徳島の街の様子を紹介した。 
 

  参加学生数 
  韓国 ベトナム マレーシア モンゴル 

11 日 
大学と研究室紹介 5 2 11 10 
藍染め 5 1 5 5 
阿波弁 3 1 6 7 

13 日 
阿波踊り 2 1 3 4 
町並みと食べ物 5 1 1 10 
街歩き LIVE 6 1 6 8 

 

 主主なな活活動動 

4 月 新入学生に対するガイダンスの実施（1 回目） （常三島、蔵本） 
5 月〜3 月 外国人留学生のための就職支援セミナー 
6 月 新入学生に対するガイダンスの実施（2 回目） （常三島、蔵本） 
7 月 JASSO 主催の日本留学オンラインフェア 
8 月 新入学生に対するガイダンスの実施 （常三島） 
9 月 渡日前入学許可制度による外国人留学生選抜の実施（遠隔面接、時事日本語学院） 
10 月 モンゴル日本人材開発センター主催の日本留学フェアに参加 
 大阪大学日本語日本文化教育センター主催の国費学部留学生への大学進学説明会 
 新入学生に対するガイダンスの実施 （常三島、蔵本） 
11 月 消防訓練の開催 
2 月 帝京マレーシア日本語学院で渡日前入学許可制度説明会の実施 （マレーシア） 
 韓国時事日本語学院で進学説明会を実施 （韓国） 
3 月 国際展開シンポジウムの開催 
 スプリングスクールを開催  
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